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参加者の皆様へ

この冊子は、 「墓礎講座、分科会、ひろば、おやすみ処」に関わる世話人たち

が、それぞれの会をどのようにするか話し合いを重ねまとめたものです。

お読みになって、あなたに合うところをお選びください。

どこが合うのかお迷いの方もたくさんおられることでしょう。

以前からの参加者に「迷った？」と聞いてみると、 「悩みがたくさんあって決

められなかった」「とりあえず一番悩んでいるところへ行った」｢悩んでいるうち

に少し心が整理された」 「裏方のお手伝いをしてすごす中でいやされた」など、

いろんな声が聞けました。
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このつどいは、 「語りあおう学びあおう、子どもたちをまんなかに」というテ

ーマをかかげています。

世話人たちは同じ立場の親であり、この問題に心を寄せる教員や研究者たち

です｡特に分科会では参加者が安心して胸の内を語りあえるように､それをお互

いに聞きあえるように、そして、－人ひとりが気づき、学んだものを持ち帰るこ

とを大事にしようと申し合わせています。

たくさんの分科会がありますが､何かを研究したり、決定したりするために集

まるのではありませんので、共同研究者も助言者も置いていません。

話さず聞くだけでもかまいませんし､要項に｢出入り自由です｣と書いた通り、

自分に合う分科会を求めて他へ移ってもかまいません。

どの分科会でも、お互いの良い交流ができますようにと願っています。
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ご質問やご相談がありましたら、相談窓□においでください。 （受付の横）

また、水色のリボンをつけたスタッフにお気軽に声をかけてください。
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詞

第2分科会中学生の登校拒否｡不登校

魚蝿ジ
学校に行かな

いわが子に

どう接して

いけばいいの

か

昼夜逆転

ネット漬け

の生活が心

配･ ･ ･

部屋に閉じこ

もってコミュ

ニケーション

が取れない

この子の

進路は

どうなる

の･･ ･

暴力をふるう

こともあり

困っている
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ｖ
侭

分科会では､参加する方々がそれぞれの思いを語り合い悩みを共有しましょう。
黙って聞くだけでもいいです。

少しでも肩の荷を下ろして､ぼっこりした気持ちに戦れる場にしたいと思います。
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I 参の享どもの状態をどう理講し、どう向き合っていけば
いいのでしょうか？

同じ麓みを持つ書どうしがゆっくり麓毒謁い、語り奮い、
交流し『ほっ』とできたらいいですね。
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障がいがある

子どもの登校＃

<か第4分科会
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障がい嘩ど鋤ハシデが凝る愚厳で鎚鑿にく書を抱えた

そんな子どもたちに寄り添つ竃きた私たち ！
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いることを話し合いましょう。

お父さん､お母さん､カウン憶う一さん鍵養護の龍鑓、
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’謹径の発生､蕊じいちゃん､諸ばあちゃん尋支援鰯芳遭､専門家鱒

斎々な誉など…

’息ついて､心議軽騒つと… 〈Lまぜんか？
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この想いやつらさを、なかなか学校に分かってもらえない。
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この中にきっとヒントがあるような気がするのです！

今、学校では、子どもたちも先生たちも追い立てられています。
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「すべての子どもが人として大切にされる学校」「心に気持ちのよい風が吹＜学校」
をめざして、手をつなきませんか。
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一

基礎講座（1） 「家庭で」 講師村上公平さん

(NPO教育相談おおさか相談員）

親が適切な対応と援助をすれば

どの子も成長して必ず立ち上がる

わが子が学校や職場へ行けなくなると不安が募ります。そのうえ、期間が
長くなれば果たして元気になるのであろうかという心配も加わり、いっそう
悩みと焦りが強くなります。

登校拒否（不登校）と社会的ひきこもりの専門の相談員になられて35年に
なる村上さんは、 「登校拒否と社会的ひきこもりの子どもは親が専門家と相
談しながら、適切な対応と援助をすれば、どの子も成長して必ず立ち上が
る」 「鍵となるのは、親の果たす役割にある」と言われています。

では、親は具体的に日々どのように考えて対応と援助をすればよいので
しょうか。わが子の立ち上がりのために、村上さんの講演を聞いて親の果た
す役割について深め確かな見通しを持ちましょう。

どうぞ、みなさんご参加下さい。

7

基礎講座（2）「学校で」

講師高垣忠一郎さん（立命館大学名髻教授。心理臨床家）

働き方改革が進められている現在ですが、学校の多忙さはなかなか改善されず、

先生らの業務はますます増えているようです。そんな学校で子どもたちもまた、息

苦しさを抱えて学校生活を送っているのではないでしょうか。不登校（登校拒否）

■

■

はそんな子どもの限界点なのかもしれません。

講座では、 「不登校（登校拒否）をどう理解したらよいのか」

「子どもにどう寄り添い援助していけばよいのか」

「親と教師が子どもの成長・回復にどう力を合わせていけば

よいのか」

など、登校拒否の子どもやその類のカウンヤ' ノツノブ存綜け-て麦7など、登校拒否の子どもやその親のカウンセリングを続けてきた
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高垣さんの話から

学びましょう。今の学校のあり方など先生方の悩みも出し合えたらと思います。

教師ではないけれど学校のことや先生方の悩みなどいっしょに考えたいという方
もぜひご参加ください。
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